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栃木ダルクの主な事業

本人、家族を対象とした事業を中心に他分野の
事業も回復支援に取り入れ実践しています

アウトリーチ事業

薬物再乱用防止教育事業
薬物依存離脱指導
薬物乱用防止
巡回パトロール

家族支援事業

家族教室
個別相談

施設事業

障害福祉サービス
・生活訓練
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依存症の種類
その他
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併存障害の割合
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基本
プログラム

ミーティング(ピアカウンセリング）

エンカウンター

認知行動療法

作業

スポーツ

レクリエーション



Stage 2

4.過去の整理
5.問題の本質を探る
6.欠点を取り除く
7.処理できない問題を手放す
8.回復生活の準備

3 Stage Program (階層式)

Stage 1

1.依存症を認める
2.プログラムを信じる
3.プログラムに任せる

Stage ３

9.行動の変化
10.実行し続ける
11.他者への配慮
12.健康的な生活の継続

3rd
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否認と自己効力感

• 栃木ダルク職員による調査（n=48)

• 日本語版逆境的小児体験（ACE),発達性トラウマ,自己効力感尺度

• 入寮初期は自己効力感が異様に高い（一般６０栃木ダルク８５）

• トラウマを自認しにくい性質と仮定すると自己防衛的なものではな
いか

• 入寮初期のプログラム等の根拠に裏付けされたものではないと捉え
ると過去の経験や希望的な観測に基づいた感情から現状を受け入れ
ないという否認感情に繋がると思われる

• 3rd Stageになると現実を受け入れ自己効力感も落ち着いて６５点に
なるので『追っかけ調査（嶋根）』に見られる幸福感につながるの
ではないか



ダルク追っかけ調査2016-21



民間支援団体利用者のコホート調査と支援の課題に関する研究（国立精神・神経医療研究センター薬物依存研究部）



対応の困難
な

ケース

• 併存障害が重い
• 家族が無理解・非協力的
• 雇用主が無理解
• 家族自身に問題がある
• 家族の足並みが揃わない
• 生きづらさを我慢で乗り越えよう
とする

• アディクション以外の生きがいを
見つけられない

• 回復できると思えない



障害福祉サービスと依存症

•受給者証取得の際、通常は手帳で対応できるが、依存症（自立
支援医療受給者証や生活保護証明）のみの診断だと手続きが煩
雑。

•回復まで３年入寮、2年通所と考えると生活訓練の期間（2年）
では対応できない。

•依存症に向けての制度ではないため、依存症特有の再発予防や
自助グループにつなぐというサービスは存在しない。

•自治体によって解釈が違う（社会生活特別支援加算や営業日数
など）



岡本台病院

定期受診(薬物療法)、 連携会議

心理検査、 デイケア、 ダルク メ ッ セー

ジ、 面会

大平下病院　 鹿沼病院

定期受診（ 薬物療法） など

精神保健福祉センタ ー

個別相談（ 相談員の派遣）

医薬・ 生活衛生課（ 旧薬務課）

再乱用防止教育事業

（ T-DARPP） 、 薬物乱用防止

パト ロール事業、 栃木県家族教室

保健所・ 健康福祉センタ ー

啓発活動、 乱用防止連携会議

家族支援、 相談支援

障害福祉課

依存症対策推進連携会議、 障害福

祉サービス事業関連

医療領域 保健福祉領域

自助グループ

1 2 St ep、 フ ェ ローシッ プ、

スポンサーシッ プ

司法領域

保護観察所

自立準備ホーム、 薬物再乱用防止

プログラム

刑務所・ 少年院

薬物依存離脱指導（ グループワーク ）

警察・ 弁護士

入口支援、 相談支援

民間事業所等

障害福祉サービス事業

各領域と の連携と 内容






